


平成26年第１回臨時会の概要

第１回臨時会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 10 月１日（2）

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

報告第８号 黒石市税条例等の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 承 認

報告第９号 黒石市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
制定について ○ ○ ● 承 認

(起立多数)

報告第 10 号 黒石市都市計画審議会条例の一部を改正する条例
制定について ○ ○ ○ 承 認

報告第 11 号 平成 25 年度黒石市一般会計補正予算（第９号）に
ついて ○ ○ ○ 承 認

報告第 12 号 平成 25 年度黒石市国民健康保険特別会計補正予算
（第４号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 13 号 平成 25 年度黒石市介護保険特別会計補正予算（第
４号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 14 号 平成 25 年度黒石市観光施設事業特別会計補正予算
（第５号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 15 号 平成 25 年度黒石市簡易水道特別会計補正予算（第
２号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 16 号 平成 25 年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計
補正予算（第３号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 17 号 平成 25 年度黒石市水道事業会計補正予算（第３号）
について ○ ○ ○ 承 認

報告第 18 号 平成 25 年度黒石市下水道事業会計補正予算（第３
号）について ○ ○ ○ 承 認

報告第 19 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算（第１号）に
ついて ○ ○ ○ 承 認

報告第 20 号
黒石市承認企業立地計画に従って設置される施設
に係る固定資産税の特別措置に関する条例の一部
を改正する条例制定について

○ ○ ○ 承 認

報告第 21 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算（第２号）に
ついて ○ ○ ○ 承 認

報告第 22 号 権利の放棄について ○ ○ ○ 報 告

議案第 81 号 黒石市附属機関の設置に関する条例の一部を改正
する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 82 号 黒石市手数料条例の一部を改正する条例制定につ
いて ○ ○ ○ 原案可決

議案第 83 号 工事請負契約の締結について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 84 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第 85 号 平成 26 年度黒石市姥懐霊園墓地特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ 原案可決

議案第 86 号 平成 26 年度黒石市温泉供給事業特別会計補正予算
（第１号） ○ ○ ○ 原案可決

平成 26 年第 1回臨時会は５月 26 日の１日で開かれ、市長提出の 15 報告・６議案を慎重な審議の上、い
ずれも原案どおり承認・報告・可決いたしました。
第１回臨時会の各議案の議決結果と各会派の賛否は下記のとおりです。



平成26年第２回定例会の概要

第２回定例会の報告・議決結果と各会派の賛否一覧（○は賛成、●は反対）

黒 石 市 議 会 だ よ り（3）平成 26 年 10 月１日

新
市
長
就
任
に
伴
う

議
会
に
対
す
る
抱
負

第
２
回
定
例
会
で
、
初
め
て

の
黒
石
市
議
会
を
体
験
し
感
じ

た
こ
と
は
、
県
議
会
と
は
違
い

市
議
会
の
進
め
方
が
あ
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
は
じ
め
て
一
問
一
答

方
式
が
行
わ
れ
、
議
員
・
理
事

者
双
方
と
も
戸
惑
い
な
が
ら

も
新
た
な
取
り
組
み
に
手
ご

た
え
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
も
っ
と
実
効

性
を
上
げ
る
に
は
少
し
ず
つ

手
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

議
会
改
革
が
叫
ば
れ
て
い

る
昨
今
、
黒
石
市
議
会
に
お

い
て
は
市
民
目
線
を
大
切
に

真
剣
に
取
り
組
み
、
常
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
姿

勢
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

し
ま
す
。

黒
石
市
長
髙
樋

憲

番 号 会 派 名
件 名

自民・公明
ク ラ ブ

黒 石 市 民
ク ラ ブ

日 本
共 産 党 議 決 結 果

報告第 23 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算（第４号）に
ついて ○ ○ ○ 承 認

報告第 24 号 平成 25 年度黒石市一般会計繰越明許費繰越計算書
について ○ ○ ○ 報 告

報告第 25 号 平成 25 年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計
継続費精算報告について ○ ○ ○ 報 告

議案第 87 号 平成 25 年度黒石市国民健康保険黒石病院事業会計
決算認定について ○ ○ ○ 認 定

議案第 88 号 平成 25 年度黒石市水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ 認 定

議案第 89 号 平成 25 年度黒石市下水道事業会計決算認定について ○ ○ ○ 認 定

議案第 90 号 黒石市特別職の職員の給料等に関する条例の一部
を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 91 号 黒石市防災会議条例の一部を改正する条例制定に
ついて ○ ○ ○ 原案可決

議案第 92 号 黒石市税条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 93 号 黒石市手数料条例の一部を改正する条例制定につ
いて ○ ○ ○ 原案可決

議案第 94 号 黒石市福祉事務所設置条例の一部を改正する条例
制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 95 号 黒石市乳幼児医療費給付条例の一部を改正する条
例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 96 号 黒石市ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改
正する条例制定について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 97 号 財産の取得について ○ ○ ○ 原案可決

議案第 98 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ 同 意

議案第 99 号 平成 26 年度黒石市一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ 原案可決

平成 26 年第２回定例会は、８月６日から８月 25 日までの 20 日間にわたって開かれ市長提出の３報告・
13 議案を慎重な審議の上、いずれも原案どおり承認・報告・認定・可決・同意いたしました。
第２回定例会は全会満場一致で討論はありませんでした。
各議案の議決結果と各会派の賛否は下記のとおりです。



黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 10 月１日（4）

●
市
長
の
選
挙
公
約
の
「
自
立
し
た
黒
石
」
に
つ
い
て

問

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
取
り
組
み
と
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
産
業
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
取
り
組
み
は
、
自
分
た
ち
が
栽

培
し
た
農
産
物
を
料
理
の
材
料
と
し
て
提
供
す
る
も
の

で
、
安
心
安
全
な
地
産
地
消
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
食
育

の
向
上
と
農
家
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
取
り
入

れ
、
こ
の
２
つ
を
併
せ
て
産
業
と
し
て
育
成
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

徘
徊
高
齢
者
対
策
事
業
の
経
緯
と
現
状
に
つ
い

て
。
広
域
的
な
連
携
に
つ
い
て
は
。

答

平
成
26
年
７
月
14
日
平
川
市
、
田
舎
館
村
と
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
弘
前
圏
域
定
住
自
立
圏
の
連

携
施
策
に
は
ま
だ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
個

人
情
報
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ

い
て
は
家
族
の
了
解
が
あ
れ

ば
問
題
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
人
権
も
大
事
で
す
が
人

命
は
も
っ
と
大
切
な
の
で
、
再

度
弘
前
圏
域
定
住
自
立
圏
の

連
携
施
策
と
し
て
提
案
し
て

い
き
ま
す
。

●
市
長
の
選
挙
公
約
の
「
安
心
な
黒
石
」
に
つ
い
て

問

雪
の
な
い
街
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答

概
ね
降
雪
10
㎝
で
除
雪
を
行
い
、
路
上
や
道
路
幅

員
が
狭
い
箇
所
の
排
雪
と
併
せ
て
、
各
町
内
の
空
き
地

を
雪
捨
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問

子
供
た
ち
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
に
つ
い
て
。

答

保
育
料
の
軽
減
や
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
の
実

施
、
さ
ら
に
市
独
自
の
施
策
も
講
じ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

問

安
全
・
安
心
な
通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て
。

答

今
後
と
も
必
要
と
さ
れ
る
通
学
路
の
点
検
を
し
て

い
き
ま
す
。

問

健
康
相
談
員
を
配
置
し
た
市
民
の
健
康
寿
命
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
。

答

保
健
協
力
員
の
組
織
化
を
図
り
な
が
ら
、
健
康
づ

く
り
に
必
要
な
知
識
や
検
(健
)診
の
重
要
性
を
市
民
に

広
げ
て
い
き
ま
す
。

問

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答

公
園
等
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
や
、
歩
道
の
段

差
の
少
な
い
も
の
や
、
駅
前
の
歩
道
へ
無
散
水
方
式
の

融
雪
の
導
入
を
し
て
い
ま
す
。

●
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

問

再
開
の
見
通
し
は
。

答

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
改
修
工
事
の
内
容
見
直

し
を
図
り
、
必
要
最
小
限
の
費
用
で
オ
ー
プ
ン
が
可
能

か
検
討
中
で
す
。

●
市
長
の
選
挙
公
約
の
「
元
気
な
黒
石
」
に
つ
い
て

問

「
黒
石
ブ
ラ
ン
ド
」
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
は
。

答

農
産
物
を
「
黒
石
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
磨
き
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
米
に
つ
い
て
は
、

県
の
新
た
な
奨
励
品
種
「
青
系
１
８
７
号
」
に
期
待
し
て

お
り
、
昔
か
ら
寿
司
米
と
し
て
定
評
の
あ
っ
た
黒
石
米

も
復
活
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

植
物
工
場
の
取
り
組
み
と
、
農
業
所
得
向
上
に
繋

げ
る
た
め
に
は
。

答

植
物
工
場
は
、
試
験
的
に
実
施
し
て
い
る
所
や
本

格
稼
働
し
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
先
進
地

の
植
物
工
場
を
調
査
、
検
証
し
、
遊
休
農
地
等
を
活
用
し

た
取
り
組
み
で
、
特
に
需
要
の
高
い
野
菜
や
花
卉
の
苗

等
を
供
給
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
本
市
の
農
業
全
体

の
所
得
向
上
に
繫
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
姉
妹
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て

問

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
の
交
流
再
開
に
つ
い
て
は
。

答

ウ
ェ
ナ
ッ
チ
市
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
今
後

の
展
望
を
調
査
し
再
精
査
し
た
う
え
で
、
交
流
を
再
開

す
る
か
、
姉
妹
都
市
を
解
消
す
る
か
を
含
め
、
市
長
在
任

中
に
結
論
を
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
久
保

お
お
く
ぼ

朝
泰

と
も
や
す

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

中
田

な
か
た

博
文

ひ
ろ
ふ
み

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

黒
石

く
ろ
い
し

ナ
ナ
子

な
な
こ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）




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黒 石 市 議 会 だ よ り（5）平成 26 年 10 月１日

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

大
溝

お
お
み
ぞ

雅
昭

ま
さ
あ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
行

か
ず
ゆ
き

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

和
子

か
ず
こ

議
員

（
一
括
方
式
）

問

市
長
公
約
の
市
民
ス
ポ
ー
ツ
力
向
上
に
つ
い
て
。

青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
や
指
導
者
育
成
は
。
ま
た
、

中
止
し
て
い
る
市
民
体
育
大
会
の
再
開
は
。

答

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
の
支
援
は
、
学
校
単
位
の
部

活
動
と
同
様
に
補
助
で
き
な
い
か
検
討
し
ま
す
。
日
本

体
育
協
会
の
公
認
指
導
員
は
21
人
お
り
、
資
格
取
得
に

協
力
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
体
育
大
会
の
復
活
は
、

競
技
種
目
や
参
加
規
則
な
ど
の
変
更
を
踏
ま
え
、
各
地

区
や
競
技
団
体
と
協
議
し
再
開
で
き
る
か
考
え
ま
す
。

問

福
祉
バ
ス
を
ほ
か
の
団
体
も
利
用
し
た
い
と
い
う

要
望
が
多
い
。
他
に
も
方
法
は
な
い
の
か
。

答

福
祉
バ
ス
は
１
日
平
均
で
１
・
25
台
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
黒
石
市
社
会
福
祉
団
体
の
バ
ス
使
用
等
の
要

綱
に
従
い
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

社
会
福
祉
団
体
、
障
害
者

団
体
、
児
童
福
祉
団
体
に

貸
し
て
い
ま
す
。
福
祉
団

体
以
外
が
利
用
で
き
る
新

し
い
バ
ス
の
購
入
は
、
財

政
の
関
係
も
あ
り
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
市
民
の
要
望
が
あ
る

の
で
今
後
調
査
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

小
・
中
学
校
の
適
正
配
置
、
並
び
に
学
校
給
食
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
と
、
そ
れ
を
受
け
た
教
育
委
員
会

の
今
後
の
考
え
は
。

答

（
市
長
）
近
年
、
国
の
動
向
は
小
中
一
貫
・
小
中

連
携
教
育
の
推
進
や
学
校
統
廃
合
指
針
の
見
直
し
な

ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
中
、
当
市
に
お
い
て
、
将
来
、
市
民
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食
に
つ
い
て
も
同
じ
思
い

で
あ
り
、
給
食
実
施
に
伴
う
子
ど
も
へ
の
食
の
安
定

供
給
、
保
護
者
の
子
育
て
支
援
な
ど
の
面
か
ら
見
て

も
、
将
来
的
に
は
学
校
給
食
の
実
施
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）
現
在
の
「
黒
石
市
立
小
・
中
学
校

適
正
配
置
の
方
針
」
は
、
小
中
一
貫
・
小
中
連
携
教
育

な
ど
の
面
に
お
い
て
、
今
後
は
方
針
の
一
部
見
直
し

も
視
野
に
、
優
先
度
を
明
確
に
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
は
直
近
計
画
で
、
小
学
校
統
合
時
に
弘
前

市
か
ら
供
給
を
受
け
る
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

本
市
が
提
供
を
受
け
る
に
は
供
給
元
の
増
築
工
事
が

必
要
と
な
る
ほ
か
、
受
け
入
れ
る
学
校
の
改
修
に
も

多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
統
合
の
枠
組

み
が
確
定
し
な
い
中
で
は
、
計
画
を
進
め
ら
れ
な
い

状
態
で
す
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
っ
て
い

き
ま
す
。

問

市
街
地
活
性
化
に
係
る
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

具
体
的
支
援
制
度
は
あ
る
の
か
。

答

空
き
店
舗
へ
の
新
規
出
店
者
に
対
す
る
家
賃
ま

た
は
改
装
費
の
一
部
補
助
を
従
前
の
制
度
を
拡
充
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
産
業
省
所
管
の

「
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
補
助
金
」
申
請
３
団
体
に

対
し
、
事
業
計
画
に
対
し
て
支
援
表
明
し
て
お
り
、
事

業
実
施
段
階
に
も
、
で
き
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
黒
石
商
工
会
議
所
や
商
店
街
団
体
等

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
有
効
な
施
策
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

問

中
心
市
街
地
の
駐
車
場
の
不
便
さ
の
解
消
に
つ
い

て
は
。

答

市
中
心
部
の
横
町
に
あ
る
空
き
地
を
活
用
し
、
そ

こ
に
車
の
出
入
り
が
可
能
な
「
仮
設
こ
み
せ
」
を
試
験
的

に
設
置
し
ま
す
。
９
月
中
旬
か
ら
約
４
カ
月
間
設
置
す

る
予
定
で
す
。

問

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
の
現
状
は
。

答

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
状
況
は
、
今
年
２
月
に

一
番
町
通
り
商
店
街
振
興
組
合
・
協
同
組
合
横
町
向
上

会
・
こ
み
せ
通
り
商
店
街
振
興
組
合
地
域
を
調
査
し
た

結
果
、
調
査
対
象
数
２
２
４
件
に
対
し
空
き
店
舗
数
が

40
件
、空
き
地
も
加
え
た
空
き
店
舗
率
は
24
・
１
％
で
す
。
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黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 10 月１日（6）

問

（
仮
称
）
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
建
設
は
当
市
を
は

じ
め
津
軽
全
域
の
活
性
化
・
産
業
・
経
済
・
文
化
の
交
流

や
冬
期
観
光
の
路
線
拡
大
上
、
早
期
建
設
は
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
実
現
へ
向
け
盛
り
上
が
り
が
大
切
で
あ
る
。

今
後
の
見
通
し
と
取
り
組
み
は
。

答

県
と
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
調
整
を
進
め
、
地

元
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
地
元
市
町
村
や
議
会
・

民
間
団
体
な
ど
を
交
え
た
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

問

公
約
の
目
玉
で
あ
る
「
田
園
観
光
産
業
都
市
」
へ

の
市
長
の
思
い
と
中
身
は
何
か
。

答

第
１
次
産
業
を
中
心
と
し
た
６
次
産
業
化
・
観
光

振
興
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
は
実
行
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
業
を

産
業
と
し
て
作
り
変
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る

が
当
市
と
し
て
の
対
策
は
何
か
。

答

27
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
第
５
次
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
計
画
で
あ
り
、
こ
の
計
画

に
沿
っ
て
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

問

全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
す
る
中
、
い
ろ
い
ろ
問

題
も
発
生
し
て
い
る
が
、
当
市
の
空
き
家
対
策
は
。

答

国
会
へ
の
空
き
家
対
策
に
関
す
る
新
法
提
出
の
動

き
を
注
視
し
て
い
ま
す
。
管
理
不
十
分
な
建
物
に
つ
い

て
は
適
正
管
理
を
要
請
し
て
、
数
軒
が
解
体
さ
れ
て
い

ま
す
。

問

市
長
の
一
期
４
年
間
の
重
点
政
策
は
何
か
、
ま
た

実
現
し
て
い
く
た
め
に
重
要
な
こ
と
は
何
か
。

答

地
酒
で
乾
杯
条
例
、
空
き
店
舗
対
策
、
地
元
企
業

の
育
成
、
黒
石
米
の
復
活
を
重
点
政
策
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
政
策
の
実
現
に
は
、
市
民
、
職
員
、
議

会
の
相
互
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
同
じ
方
向
性
を
持
っ

て
進
め
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

問

公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
や
施
設
の
修
繕
、
統
合
、

廃
止
な
ど
に
関
わ
る
、
施
設
総
合
管
理
計
画
の
作
成
状

況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答

施
設
総
合
管
理
計
画
の
作
成
に
向
け
て
庁
内
の
体

制
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
計
画
の
作
成
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問

子
ど
も
子
育
て
新
制
度
に
つ
い
て
、
国
の
制
度
が

変
わ
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
利
用
料
に
影
響

が
出
な
い
よ
う
に
配
慮
を
。
ま
た
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

移
行
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
相
談
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

幼
稚
園
、
保
育
園
の
利
用
料

に
大
き
な
変
化
が
生
じ
な
い
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
新
制
度

に
関
わ
る
相
談
窓
口
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

問

「
新
市
長
が
描
く
黒
石
市
の
将
来
像
に
つ
い
て
」

20
年
後
に
は
黒
石
市
の
人
口
が
２
万
８
千
人
程
に
な
る

と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
町
内
・
地
区
の
活
動
も
困
難
に
な

る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
対
す
る
市
長
の
思
い
は
。

答

推
計
人
口
の
と
お
り
人
口
が
減
少
し
て
い
く
と
地

区
や
町
内
活
動
に
も
影
響
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
地
区
連
絡
協
議
会
の
方
々
や
、
そ
の
他

の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
役
割
分
担
を

す
る
こ
と
で
減
少
社
会
に
お
け
る
黒
石
の
あ
り
方
と
い

う
も
の
が
模
索
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
る
た
め
、
歯

止
め
を
か
け
る
に
は
全
国
的
な
対
応
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
も
施
策
を
打
ち
出
し
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
市
に
限
ら
ず
青
森
県
全
体
で

も
一
番
の
対
策
は
若
者

の
雇
用
の
場
確
保
に
よ

る
定
住
対
策
だ
と
考
え

ま
す
。
本
市
で
も
バ
イ

オ
マ
ス
産
業
を
育
て
て

地
域
雇
用
の
増
加
を
図

り
、
人
口
減
少
の
歯
止
め

を
図
り
、
20
年
後
も
元
気

な
市
で
あ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

今
井

い
ま
い

敬た
か
し

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）

黒
石
市
民
ク
ラ
ブ

佐
々
木

さ
さ
き

隆ゆ
た
か

議
員

（
一
括
方
式
）

自
民
・
公
明
ク
ラ
ブ

工
藤

く
ど
う

俊
広

と
し
ひ
ろ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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黒 石 市 議 会 だ よ り（7）平成 26 年 10 月１日

【きたひろしまシティセールス事業について】
北広島市は札幌市のベットタウンとして人口が増えましたが、2004 年から増
えなくなってきました。
そこで、市の課題と資産を見直し、まちに魅力を作り、移住してもらう事業に
取り組むことになりました。地域ブランド創造事業、まちの魅力発信事業、地域
情報の発信事業を進めながら、北広島に来てもらい、最終的には住みたいと思っ
てもらいます。26 年度は 20～50 代の子育て世代をターゲットとして、市の魅力
を発信し、移住・定住を促進しています。
おためし移住で、月 6.6 万円の住宅を貸し
たり、初めて住宅を購入する方に 50 万円助成
したり、大胆なアイデアを取り入れています。
人口減少社会に向けて、長期的に考えて、実行
していかなければなりません。

問

農
林
産
物
を
「
黒
石
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
広
く
販

売
す
る
と
あ
る
が
、
バ
ラ
バ
ラ
に
開
発
し
て
売
り
込
む

の
で
は
な
く
、
黒
石
市
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
べ
き
。

買
い
手
側
に
た
っ
た
販
売
方
法
を
し
な
い
と
６
次
産
業

も
失
敗
す
る
の
で
は
。

答

最
終
目
的
は
黒
石
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
て

い
ま
す
が
、
ま
ず
は
農
産
物
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
売
り
先
を
明
確
に
し
、
売
れ
る
も
の

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
「
地
酒
で
乾
杯
条
例
」は
全
国
で
も
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
が
嗜
好
品
で
も
あ
り
、
祝
い
事
に
あ
っ
た
ラ
ベ

ル
で
乾
杯
す
る
こ
と
も
あ
る
。
酒
類
だ
け
で
な
く
、
黒

石
の
食
文
化
や
も
て
な
し
も
伝
え
る
乾
杯
条
例
に
し
て

は
ど
う
か
。

答

次
の
議
会
に
提
案
す
る
考
え
で
す
が
、
こ
み
せ
は

ふ
る
さ
と
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
み
せ
を
維
持
存
続
し
て

い
く
意
義
か
ら
も
乾
杯
条
例
を
つ
く
り
、
黒
石
の
地
酒

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

市
長
選
挙
が
無
投
票
で
あ
っ
て
も
、
市
条
例
の
見

直
し
で
選
挙
公
報
を
発
行
で
き
な
い
か
。
市
の
広
報
に

公
約
を
の
せ
る
こ
と
は
可
能
か
。

答

公
選
法
第
一
七
一
条
で
は
無
投
票
の
場
合
は
発
行

し
な
い
と
さ
れ
、
そ
れ
に
準
じ
た
市
選
挙
公
報
に
関
す

る
条
例
で
あ
り
、
発
行
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市

広
報
に
は
、
当
選
後
に
公
約
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
は

可
能
で
す
の
で
検
討
し
ま
す
。

●議員研修報告
自民・公明クラブ
村上 隆昭・工藤 俊広
北山 一衛・大溝 雅昭
大久保朝泰・工藤 和行
中田 博文・村上 啓二
今井 敬・黒石ナナ子

視察先 北海道 北広島市
（７月３日～４日）

( )

日
本
共
産
党

工
藤

く
ど
う

禎
子

て
い
こ

議
員

（
一
問
一
答
方
式
）
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第
５
回
「
議
会
報
告
会
」

５
月
17
日
(土
)午
後
６
時
か

ら
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
、
大
会
議

室
に
て
第
５
回
目
の
議
会
報
告

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
会
は
、
26
年
度
予

算
に
つ
い
て
、
黒
石
の
活
性
化
に

つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

質
疑
の
中
で
福
祉
バ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
、
子
ど
も
達
に
も
利

用
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
欲
し

い
、
農
道
な
ど
の
危
険
箇
所
を
視

察
し
て
欲
し
い
、
中
心
市
街
地
の

対
策
だ
け
で
な
く
郊
外
の
事
も

考
え
て
欲
し
い
、
文
化
会
館
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
な
ど
の
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

農
道
の
危
険
箇
所
の
視
察
は

常
任
委
員
会
を
中
心
に
行
い
、
改

善
出
来
る
と
こ
ろ
は
早
速
対
応

い
た
し
ま
し
た
。
福
祉
バ
ス
、
文

化
会
館
、
空
き
店
舗
対
策
な
ど
議

会
報
告
会
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く

の
意
見
を
元
に
９
月
議
会
で
多

く
の
議
員
が
取
り
上
げ
、
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
議
会
に
寄
せ
ら
れ
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
に
耳
を

傾
け
、
市
民
生
活
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
、
議
会
報
告
会

へ
の
参
加
、
議
会
へ
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

【十和田湖観光再生について】
経済建設常任委員会（今井敬委員長）が十和田

市を訪問し、観光経済常任委員会、市観光推進課
の方々の歓迎を受けました。
十和田湖観光再生についての説明を聞いた後、
意見交換を行いました。東日本大震災後の観光客
入込数の大幅減少により観光事業者の経営悪化が
進み、休屋地区で多くのホテル、商店、食堂が閉

館し、観光地として景観の悪化が進み危惧されている中で、市の十和田湖再生第
１歩として遊覧船ターミナル取得、改修工事や 27 年実施の全国サイクリング大
会へ向けて取り組んでいるとのことでした。
その後、市職員の案内により休屋地区へ移動し、街並み全体を視察しました。
あまりに閑散とした景観に驚き、一刻も早い国・県・関係市町村の連携、取り組
みが必要であると強く感じたことを報告いたします。



経済建設常任委員会
活 動 報 告

委 員 長 今井 敬
副委員長 工藤 禎子
委 員 中田 博文
〃 村上 啓二
〃 工藤 和子

視察先 十和田市
（６月 25 日）

( )



黒 石 市 議 会 だ よ り 平成 26 年 10 月１日（8）

編
集
後
記

平
成
26
年
第
２
回（
８
月
）定
例
議
会
は
、

髙
樋
新
市
長
を
迎
え
て
の
初
の
議
会
と
な

り
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
従
来
の
一

括
質
疑
に
加
え
、
一
問
一
答
方
式
が
始
ま

り
、
質
問
者
10
名
中
８
名
が
採
用
し
、
市
長

の
公
約
や
政
策
等
を
質
し
ま
し
た
。
効
果

の
ほ
ど
は
？
こ
れ
か
ら
経
験
を
積
み
、
研

鑽
を
重
ね
、
市
政
の
監
視
や
政
策
提
言
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
社
会
の
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す

進
み
、
人
口
減
少
社
会
を
む
か
え
た
今
、

と
り
わ
け
地
方
中
小
都
市
は
、
厳
し
い
未

来
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
あ
れ
ば
こ

そ
、
我
々
議
会
は
将
来
を
見
据
え
、
現
状

を
見
つ
め
、
市
長
以
下
行
政
側
と
の
議
論

を
通
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
の
よ
り
よ
い

黒
石
市
が
実
現
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ぜ
ひ
議
会
を
傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

工
藤

和
行

議
会

だ
よ
り

編
集

委
員

会

委
員
長

大

溝

雅

昭

副
委
員
長

工

藤

和

行

委

員

中

田

博

文

委

員

工

藤

和

子

委

員

佐
々
木

隆

委

員

黒

石

ナ
ナ
子

お
問

い
合

わ
せ
先

黒
石
市
議
会
事
務
局

黒
石
市
大
字
市
ノ
町
11
番
地
１
号

電

話
０
１
７
２－

52－

２
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
７
２－

53－

７
４
１
０

〒036-0396



「議会基本条例について②」
今回は条例の第１条から６条までの内容を説明します。
第１条 この条例の目的は、議会及び議員の活動原則等を定め、議会が担うべき役割を明確にし、議会

の活性化を図り、市民の付託に応えられる議会運営の実現を図ることです。
第２条 議会における議員の活動原則として、適切な行政運営が行われているかを監視し評価するこ

とと、市民に開かれた議会運営・わかり易い議会運営に努めます。
第３条 議員の活動原則について議員は、独自の調査研究及び市民意見の聴取に努め、議員間の自由

な討議を通じて市民全体の福祉の向上を目指して活動します。
第４条 議員は、政策を中心とした同一の理念を共有する議員で構成する会派を結成できます。
第５条 市民参加及び市民の連携について議会は、市民に対し積極的に情報を発信し、説明責任を十

分に果たします。本会議のほか、常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会は原則公開し、
参考人制度及び公聴会制度を十分活用します。市民、市民団体等との意見交換の場を設け、
重要な議案に対する各議員の対応について市民が的確に評価できるよう広報等で情報の提供
に努めます。

第６条 議員及び市民が自由に情報及び意見交換する議会報告会を開催します。

宮
古
市
・
黒
石
市

姉
妹
都
市
議
員
交
流
会

去
る
７
月
１
日
・
２
日
と
、
２
年
ぶ
り
に
姉
妹
都
市
で
あ

る
宮
古
市
か
ら
前
川
議
長
ほ
か
22
名
の
宮
古
市
議
会
議
員
が

来
黒
さ
れ
ま
し
た
。
村
上
議
長
ほ
か
14
名
で
歓
迎
し
、
１
年

ぶ
り
の
交
流
を
い
た
し
ま
し
た
。

１
日
に
は
、
ス
ポ
カ
ル
イ
ン
黒
石
で
行
わ
れ
た
「
黒
石
市

市
制
施
行
60
周
年
」
の
記
念
式
典
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
式
典
で
は
、
宮
古
市
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
山
口
太

鼓
の
会
」
の
皆
様
に
よ
る
創
作
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
迫
力
の

あ
る
公
演
で
式
典
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

祝
賀
会
終
了
後
に
は
、
議
員
交
流
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、
議
員
同
士
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

翌
２
日
は
、
地
方

独
立
行
政
法
人
青
森

県
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
り
ん
ご
研
究
所

を
視
察
し
ま
し
た
。

り
ん
ご
史
料
館
と
敷

地
内
の
果
樹
を
見
学

い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
は
、
両
市

の
さ
ら
な
る
発
展
と
、

来
年
の
宮
古
市
で
の

交
流
会
開
催
を
約
束

し
、
宮
古
市
の
皆
様

を
見
送
り
ま
し
た
。


